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職名 教授 

担当科目 

【学部】公衆衛生看護学概論 公衆衛生看護活動展開論 地域看護援助論Ⅲ 看護総合実習 

 地域看護学実習 地域生活者交流実習Ⅰ 

【大学院】地域・在宅看護学特論Ⅰ 地域・在宅看護学演習Ⅰ ヘルスプロモーション/健康教育 

プライマリケア看護学特論Ⅱ 看護学特別研究 プライマリケア看護学特別課題研究 

学歴 新潟大学 医療技術短期大学部看護学科 卒業 

新潟県公衆衛生看護学校 卒業 

厚生省看護研修研究センター 看護教員養成課程 修了 

放送大学 教養学部 卒業 

上越教育大学大学院 学校教育研究科 修士課程 修了 

日本赤十字看護大学大学院 看護学研究科 博士課程 修了 

学位 博士（看護学）  修士（教育学） 

主な職歴 新潟県庁 （保健師，主任） 

新潟県立看護短期大学・専攻科 地域看護学専攻 （講師） 

新潟県看護大学・大学院 （講師，助教授，准教授，教授，学部長） 

新潟大学医学部保健学科・大学院保健学研究科 （教授，専攻主任，副研究科長） 

佐久大学看護学部・大学院看護学研究科 （教授，研究科長） 現職 

研究分野／ 

Key word 

公衆衛生看護学 地域看護学／ 

地域保健活動，協働，アクションリサーチ，子ども虐待，保健師，保健師教育 
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